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Nl歴 劉刈別 和歴 盤凶別 NI歴 蝋凶別 和歴 豊凶別西歴西雁 西雁 西歴

永禄7 寛永1 1i1粁減 j'(ヂ1 凶作甲子き のえね 1564 1624 1684 文化1 元治’ |ﾒI作 昭和591 大正131864 19841804 1924

‘、。、

兄ﾉk2永隊 8 j![亨2 不作Ii'.1';"乙Ⅱ：きのとうし 大凶作 1685ワ
今 1565 1625 不イノI 文化2 I#11 {'’8迅rl-

〃

慶応1 大正14 昭和601805 1865 1925 1985

内爽ひ のえとら 永禄 9 ‘蝿ﾉk3 III-宵減

不作

l'('jz3 不作不作3 1566 1626 1686 文化3 膳応2 大作 昭和1 昭和611806 1866 1926 1986

寛ﾉk4｢卯ひのとう 永禄10 貞'jz4 洪 水1567 1687 凶作 凶作1627 文化4 慶 応 3 昭 和 2 昭和624 1867 1927 19871807 〃

ﾉk"11 寛ﾉk5戊辰つちのえたつ ｲ《作 元泳11568 1628 1688 明治15 文化5 凶作 昭 和 3 昭和63凶作ネズ 1808 1868 1928 1988〃

水泳12 寛永6 ｲく作 元 禄 2巳巳つ ちのとみ 1569 1689 大凶 文 化 6 明治2 大凶 昭和4 平成16 1629 1929 19891809 1869〃

元屯1 元抹3 不作庚午かのえうま 小竹寛永7 洪水 文化7 明治3 凶价 昭和51570 1630 1690 平 成 2
ワ

イ 1810 1870 1930 1990″
｜
″
｜
〃

岩木山よ
り光飛ぶ辛未かのとひつじ 元屯2 寛永8 減収 元隊4 洪水 文化8 lﾘl治4 昭和6 減収1631 1691 凶作 平 成 38 1571 1871 19911811 1931

寛永9壬申みずのえさる 元旭3
一も：Tf－

ﾉIJtKO 大凶洪水9 1572 1632 1692 宝暦2 文化9 明治5 昭和7 洪水 平成41812 1872 1932 1992

癸酉みずのととり 寛永10 元禄6 凶作天正1 早害減文化10 明治6 昭和810 1573 1633 1693 宝暦3 凶作 平 成 5 大凶作19931813 1873 1933

宝暦4寛永ll甲戌き のえいぬ 元禄7 大 凶天 正 2 文化l1 凶作 明治7 昭和9 凶作1694 平 成 61574 163411 1874 1934 19941814

乙亥 元 禄 8天 圧 3 覚永12 大凶 文化12 明治8大凶 昭和101575 1635 洪水 平 成 7きのとい 1695 宝暦512 1815 1875 1935 1995
一

覚永13 元 禄 9 凶作

凶作

文化13 Iﾘl治9丙子ひのえね 天正4 昭和11 平 成 8宝暦613 1576 1636 1696 18761816 1936 1996

｜
函
一
認

6月珠』I1
現れる 元禄10寛永14 不作 文化14 明治10 昭和12天正5 凶f'I丁 丑 ひのとうL 平 成 91577 1637 169714 1817 1877 1937 1997

寛永15 元禄11戊寅つちのとら 天正6 不作 凶作 文政1 明治1l洪水減 昭和13 平成101578 169815 1638 1818 10 1878 1938 1998

寛永16 元禄12 凶 作乙卯つちのとう 洪水天正7 洪水

不作

平年作

文 政 2 Iﾘl治12 昭和14 凶作宝暦9
１
１
１

β
Ｉ 平成ll16 1579 1639 1699 1879 1939 19991819

寛永17 元禄13庚辰かのえたつ 凶作天正8 痕暦10 明治13 昭和15文 政 3 |川 平成1217 1580 1640 1700 1820 1880 194(） 2000

寛永18 元禄14辛巳かのとみ 凶作 凶作 明治14 昭和16文政4 楽 凶作1581 天正9 1701 宝暦11 平成1318 1641 20011821 1881 1941

寛永19 元禄15凶 作壬午みずのえうま 天正10 凶作 凶作 文 政 5 作 明治15 昭和17 平成141582 1642 1702 宝暦1219 1822 1882 1942 2002
－

癸未みすのとひつじ 寛永20 元禄16減収天正l1 凶作 文政6 明治16 昭和18 平成151583 1643 1703 宝暦1320 1823 1883 20031943
’

地震甲申きのえさる 天保1
ヒ
ー

凸
冒
ａ
ｌ
ｌ

９
１
毎
１
０ 宝永1ｲ旺

J,b,天正12 作
I蜘一
丘遭一 文政7 lﾘ}治17明和1 昭和19 平成1621 1584 1644 1704 1884

1885

1944 20041824

1825天保2 宝永2 凶作乙酉きの とと り 明治18天正13 文 政 8 昭和20減収明和2 平成171585 1645 170522 凶作(水） 1945 2005

天保3 宝永3丙戌ひのえいぬ 減収天正14 地震 文政9 Iﾘl治191586 1646 1706 Iﾘ1和3 昭和21 平成1823 1946 20061826

1827

1828

1886

1887J -亥ひのとい 尺保4 宝 永 4 皆無天正151587 1647 1707 大凶 文政10 明治20 昭和22減収24 iﾘl和4 1947

慶安1庚子つちのえ-ね 洪水 宝永5天正161588 1648 170825 文政1l 明治21 昭和23Iﾘ}和5

ﾘ)和6

1ﾘj和7

大風 1888 1948

慶安2 宝永6天｣fl7 不作 MIfi乙 丑つちのとうし 1589 1649 170926 "fi 文政12 Iﾘl治22凶作 昭和241829 1889 1949

慶安3庚寅か の え と ら 哩竹不作 宝永7天正18 165027 1590 1710 暇作 天保1 Iﾘj治23不作 昭和251830

1831

1890 1950

辛卯かのとう 慶安4 平年fl天正19 112徳128 1591 1651 班作 天保21711 明治24凶作 昭和26lﾘl和8 1891 1951

文禄1 ﾉ負応1壬辰みずのえたつ IE徳2 不作不fl 安永l 天保3 明治251652 1712 洪水 昭和2729 1592 大凶7分1832

1833

1892

1893

1952

文禄2 承応2癸巳みずのとみ 凶作 正徳3 安永2 凶作 天 保 4 明治26 昭和28 凶作大 凶30 1593 1653 1713 1953
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と
白
か
黒
、
嫁
に
な
る
と
茄
色
か
内
、
メ
ラ
シ
（
娘
）
は
桃
色
と
分
け
た
が
、
夏
は

大
抵
白
一
色
だ
っ
た
。

又
、
嘉
瀬
は
冬
期
は
械
雪
寒
冷
地
な
の
で
冬
の
蕊
仕
事
は
「
ニ
ラ
（
作
業
場
）
」
の

火
の
気
の
無
い
、
寒
い
一
隅
で
農
作
業
に
欠
く
撫
の
出
来
な
い
厳
細
工
の
作
業
が
有

り
、
冬
期
間
に
必
ず
終
ら
な
い
と
い
け
な
い
仕
覗
で
有
り
、
冷
え
び
い
と
し
た
「
ニ

ラ
（
作
業
場
）
」
の
一
隅
で
一
冬
過
ご
し
か
ら
身
体
の
保
温
を
維
持
す
る
為
、
胴
毛

皮
を
防
寒
衣
と
し
て
着
衣
し
た
。

金
持
だ
と
犬
の
胴
毛
皮
を
着
た
が
犬
の
毛
皮
が
一
番
暖
か
か
っ
た
と
言
う
。

ム
シ
ロ

ニ
ラ
（
作
業
場
）
の
藁
仕
事
に
つ
い
で
筵
織
り
が
あ
る
。
今
か
ら
約
三
六
○
年
前
、

っ
が
る
開
拓
の
為
に
移
住
し
た
若
狭
国
（
福
井
県
）
の
女
達
が
筵
織
り
を
教
え
広
が
っ

た
と
言
う
。

当
時
は
自
給
自
足
の
為
だ
っ
た
が
今
の
様
に
畳
が
使
わ
れ
る
前
は
資
産
家
で
も
家

の
中
の
敷
物
は
筵
で
あ
っ
た
。
当
時
は
手
ハ
タ
ゴ
で
（
手
で
筵
を
織
っ
た
）
朝
、
暗

い
内
か
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
も
二
枚
位
よ
り
織
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
七
’
八
年
頃
、

嘉
瀬
に
も
足
踏
み
式
の
機
械
が
入
り
手
ハ
タ
ゴ
よ
り
五
倍
か
ら
十
倍
も
能
率
が
上
が
っ

た
が
其
の
后
、
全
自
動
製
莚
機
が
開
発
導
入
さ
れ
企
業
化
し
た
。

腱
閑
期
に
は
一
年
中
使
う
藁
仕
事
に
も
一
日
の
定
迅
が
あ
っ
た
。

二
尋
は
左
右
の
両
腕
を
延
ば
し
て
約
一
米
四
○
’
五
○
セ
ン
チ
）

使
え
縄
、
五
○
尋
一
把
と
し
て
十
把

ノ
マ
編
、
拾
三
尋
縄
で
七
枚

米
俵
十
二
俵

八
斗
入
れ
籾
俵
十
俵

テ
ゴ
ジ馬

沓
二
五
足

井
戸
水
を
汲
み
上
げ
る
ヅ
ル
ベ
縄
四
本

明
治
か
ら
大
正
末
期
迄
は
百
姓
は
貧
困
に
よ
り
着
衣
が
粗
衣
だ
っ
た
。

秋
が
近
く
な
る
と
虫
の
鳴
き
声
が
「
ボ
ド
刺
せ
Ｉ
ボ
ド
刺
せ
と
（
ア
テ
ヅ
ギ
ご
鳴
き
、

腱
家
の
女
達
は
毎
晩
、
遅
く
迄
、
ラ
ン
プ
の
明
り
や
シ
ボ
ド
（
朋
炉
裏
）
の
焚
火
の

明
り
で
「
ボ
ド
」
を
円
念
に
刺
し
た
と
言
う
。

藩
政
時
代
は
農
民
に
は
木
綿
を
用
え
る
噸
が
固
く
禁
じ
ら
れ
た
と
言
う
が
当
時
は

力
．
。
、

木
綿
や
綿
は
上
か
ら
（
関
東
方
面
）
移
入
し
非
常
に
尚
価
だ
っ
た
と
言
う
。
明
治
末

或
る
日
明
治
生
れ
の
八
八
才
に
な
る
往
時
の
大
作
人
だ
っ
た
（
大
地
主
と
小
作

人
の
仲
介
役
）
古
老
か
ら
往
時
の
大
地
主
や
大
作
人
か
ら
の
年
貢
米
の
厳
し
い
収
奪

を
し
、
小
作
人
を
生
活
の
ど
ん
底
に
落
と
し
入
れ
、
地
主
制
度
の
権
力
と
重
圧
の
下

に
踏
み
に
じ
ら
れ
、
無
知
で
貧
困
な
小
作
人
は
何
時
も
受
身
で
長
い
間
の
搾
取
と
重

圧
に
百
姓
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
と
諦
ら
め
食
わ
れ
な
く
な
る
と
北
海
道
、
カ
ム
ッ
ヤ
ッ

カ
に
身
売
り
、
又
、
娘
を
売
っ
た
と
言
う
話
を
聞
い
た
。

明
治
、
大
正
の
身
売
り
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。

往
時
か
ら
の
百
姓
の
腱
作
業
や
其
の
他
の
姿
に
つ
い
て
大
作
人
だ
っ
た
古
老
は
ポ
ツ

リ
ポ
ツ
リ
と
締
か
に
語
っ
て
く
れ
た
。

大
地
主
と

大
作
人
と
小
作
人

期
に
な
っ
て
も
百
姓
に
は
決
し
て
木
綿
や
綿
は
高
価
で
買
う
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

古
老
の
話
だ
と
明
治
末
期
に
は
木
綿
の
浴
衣
が
玄
米
一
俵
の
値
段
だ
っ
た
と
言
う

（
当
時
の
単
収
は
大
豊
作
で
五
’
六
俵
だ
っ
た
）

当
時
、
盛
ん
に
売
れ
た
の
が
古
着
の
比
較
的
良
い
部
分
だ
け
を
切
り
取
っ
た
雑
多
な

力
．
．
、

小
布
が
混
じ
っ
た
洗
擢
も
さ
れ
て
い
な
い
雑
布
同
様
の
布
を
上
か
ら
（
関
東
方
面
）

取
り
寄
せ
古
着
屋
で
一
束
、
幾
等
で
売
っ
て
い
た
。

木
綿
の
小
布
を
農
家
の
人
達
が
買
い
あ
さ
り
「
ボ
ド
」
を
刺
し
た
が
古
着
屋
で
は

名
前
の
通
り
、
ポ
ロ
儲
け
し
た
と
言
う
。

当
時
の
貧
し
い
農
家
の
人
々
は
木
綿
に
憧
れ
て
も
手
が
出
な
か
っ
た
か
ら
古
着
を
買

い
「
ボ
ド
」
を
刺
し
、
普
段
着
や
仕
事
着
に
し
た
と
言
う
が
、
嘉
瀬
で
も
昭
和
に
入

り
古
着
屋
が
二
軒
あ
り
大
繁
盛
し
た
。

木
綿
が
津
軽
に
も
僅
小
づ
上
入
っ
て
き
た
頃
に
は
男
の
仕
卒
着
は
上
半
身
に
筒
袖

の
「
フ
ッ
チ
ャ
ギ
」
を
着
て
木
綿
の
薄
い
股
引
を
穿
く
の
が
普
通
と
な
っ
た
。
女
の

仕
事
着
は
上
半
身
に
は
「
ボ
ド
」
を
着
て
下
半
身
に
は
股
引
を
穿
き
、
普
段
着
も
同

様
だ
っ
た
。

カ
ブ

又
、
女
達
は
今
も
風
呂
敷
を
被
る
が
当
時
は
年
齢
に
依
り
色
が
異
り
、
中
年
以
上
だ

細
縄
（
俵
編
に
使
う
）
男
五
百
尋

″
〃

女
三
百
尋

マ
ゴ
ジ田

騒
馬
沓
七
足

ク
ー
フ馬

鞍
に
使
う
モ
ト
ヅ
レ
六
’
七
尋

ワ
ラ
ジ

草
畦
十
五
足

足
タ
カ
二
○
足

稲
の
島
立
を
結
ぶ
「
ツ
ナ
ゲ
」
平
均
千
本

推
肥
丸
き
男
三
五
○
丸

″

女
一
五
○
丸

又
、
昔
の
百
姓
は
手
と
足
で
田
畑
を
耕
し
た
が
、
馬
耕
で
無
か
っ
た
時
代
は
田

圃
を
三
本
鍬
で
一
鍬
、
一
鍬
、
耕
起
し
た
が
大
体
、
左
の
通
り
と
聞
い
た

田
の
荒
起
一
番
打
で
一
人
役
（
約
二
○
○
坪
）

二
番
打
二
人
役
（
約
四
○
○
坪
）

三
番
打
三
人
約
（
約
六
○
○
坪
）

田
騒
ぎ
一
番
荒
騒
き
（
二
人
役
）

二
番
騒
ぎ
（
四
人
役
）

メ
グ
ロ
（
畦
切
）
大
正
末
期
は
一
反
の
枚
数
が
四
’
五
枚
が
普
通
だ
っ
た
と
言
う
。

（
一
町
歩
）

グ
ロ

水
畦
（
二
町
歩
）

田
植
は
女
で
（
二
人
役
約
一
反
一
畝
）

苗
取
女
二
人
に
一
人
（
約
六
○
○
把
）

稲
刈
は
朝
飯
前
に
米
、
二
斗
位
、
搗
い
て
か
ら
稲
刈
に
行
き
（
往
時
は
臼
で
白

米
を
搗
い
た
二
人
二
百
坪
）

今
、
考
え
る
と
想
像
も
つ
か
な
い
重
労
働
だ
っ
た
。

秋
元
惣
之
進
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